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1.はじめに
湖沼の基礎生産量は湖水の富栄養化程度や炭紫閤定量などを狽！Jる重要な指際の一つであるため、 会~湖沼基礎生産量の推定は
健全な水利用、水域生態系の保全、及びグローパルな炭素循環の見積もりに不可欠な存在である。
2.水域基礎生産量の推定モデル
PP＝中×a:h×Chi×E E: available photon erie噌y(quanta/rn'. PAR) a帥：目ぬ国ionof the absorbed photon ene唱yby phytoplankton (FPAR) 
φ；clllcicncy factor foir the conversion ofthcAPAR to organic carbon 
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Zい：引』photiczone depth (m): DL: day l叩gth(hour)
VGPM: vertically generalized p剛 lu目ionmodel 
3. MERISデータによる各パラメータの推定
大気補正
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4.推定結果
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5.まとめ
ME則Sデータによるnヶ 1!11湖水五，~，生態訟のfftiio結果は
・ Chi・加胆dモデルに比べ、a柿・ba配d＇モデルの方が縫定締 Il:が路〈 、相対双差li:約47%
であった．
・が、 m草！£fli1置と事節変化の再現については、 Chi-basedモデルの方が俊れているa
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